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猿島小

静小 長田小

境一中

境一中

境二中

　
4
月
8
日
（
月
）、
９
日
（
火
）
に
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
、
1
８
３
名
の
新
小
学
生
（
境
小

７
７
名
、
長
田
小
５
１
名
、
猿
島
小
２
３
名
、

森
戸
小
２
２
名
、
静
小
１
０
名
）
２
０
８
名
の

新
中
学
生
（
境
一
中
１
３
９
名
、
境
二
中
６
９

名
）
の
児
童
生
徒
が
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
、

本
格
的
に
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
入
学
式
で
は
、
先
生
や
上
級
生
な
ど
に
温
か

く
迎
え
ら
れ
た
新
入
生
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で

入
場
し
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
か
ら
一
人
ず
つ

名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、大
き
な
声
で
「
は
い
！
」

と
返
事
を
し
ま
し
た
。

　
式
が
終
了
す
る
と
、
教
室
で
初
め
て
の
学
級

活
動
。
真
新
し
い
教
科
書
が
配
布
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
の
学
校
生
活
へ
の
期
待
で
、
キ
ラ
キ
ラ
と

し
た
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

町内小中学校で入学式 新小学生 183 名、新中学生 208 名が誕生

（　）内は前年度新入生数

学校名 境小 長田小 猿島小 森戸小 静小 境一中 境二中

人数 77（80） 51（48） 23（27） 22（30） 10（22） 139（142） 69（59）

合計 183名（207名） 208名（201名）

令和 6 年度令和 6 年度    新入生の数新入生の数

境二中
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議会費

総務費等

民生費

衛生費

労働費

農林水産費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

総務費等

議会費
民生費

衛生費
労働費

農林水産業費
商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

町債

諸収入等

繰越金

繰入金

県支出金

国庫支出金

各種交付金等

町税

町債

諸収入等

繰越金

繰入金

県支出金

国庫支出金

各種交付金等

町税

グループ化解除で
オブジェクト化

795 人

累計 10,194 人

令
和
６
年
度

財政
特集

令
和
６
年
度
、
境
町
の
当
初
予
算
と
主
な
事
業
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

境
町
の
当
初
予
算

147.8億

歳 入

一 般 会 計【 歳 入 】

町税

各種
交付金等

国庫支出金

繰入金

諸収入等

繰越金

町債

県支出金

（24.6%）

（18.3%）

町民税、固定資産税、
軽自動車税など

国や県が徴収した税の
うち市町村に配分
されるお金

国が特定の事業に対
して交付するお金

基金から
繰り入れるお金

昨年度から
繰り越したお金

特別な事業を行な
うときなどに国や

県が特定の事業に対して交付するお金

さまざまな事業の
実質負担や財産収
入、寄付金など

36 億 4,070 万
2,000 円

27 億 506 万
4,000 円

21 億 3,143 万
1,000 円

26 億 4,961 万
3,000 円

1 億 3,000 万円

2 億 8,640 万円

8 億 5,460 万
5,000 円

23 億 8,918 万
5,000 円

（14.4％）

（17.9％）

（1.9％）

（0.9％）

（5.8％）

（16.2 

税金など令和6年度に町に入ってくるお金

歳 出

147.8億

一 般 会 計【 歳 出 】

総務費等

民生費

土木費

教育費
公債費

衛生費議会費

商工費

農林水産業費

労働費

消防費

（39.6%）

（26.2%）

庁舎や財産の維持管理、
税金の徴収、基金の積立
の経費など

高齢者、障がい者、児童の
福祉などの経費

道路や河川、
公園などの
整備や管理の経費

学校教育や生涯学習の
充実、文化・スポーツ
振興などの経費

保健や健康づくり、
ゴミ処理、環境対策
などの経費

議会の活動・運営
などの経費

商工業や観光の振興などの
経費

農業の振興や生産
基盤の整備などの
経費

労働者の福祉向上や
雇用の促進などの経費

消防や救急、消防団
活動などの経費

事業を行うために借り入れた町債の返済金

58 億 5,243 万
3,000 円

38 億 8,043 万 8,000 円

11 億 492 万
6,000 円

11 億 1,298 万
8,000 円

9 億 824 万
9,000 円

7 億 2,272 万 3,000 円1 億 897 万 1,000 円

3 億 385 万 7,000 円

3 億 9,791 万 9,000 円

2,347 万 7,000 円

3 億 7,101 万 9,000 円

（7.5%）

（7.5％）
（6.1％）

（4.9％）（0.7%）

（2.1％）

（2.7％）

（0.2％）

（2.5％）

事業費など令和6年度に境町が支払うお金

　

令
和
６
年
度
の
境
町
の
一
般
会
計
予

算
は
、
１
４
７
億
８
，
７
０
０
万
円
と

な
り
、
前
年
度
よ
り
２
億
円
増
の
、
過

去
最
大
の
予
算
規
模
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

境
町
の
よ
う
な
人
口
規
模
の
町
村
で

は
、
70
億
～
80
億
円
代
の
予
算
が
一
般

的
で
す
。
参
考
に
、
八
千
代
町
の
予
算

は
86
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
境
町
の

予
算
１
４
７
．
８
億
円
は
、
潮
来
市
の

よ
う
な
「
市
」
や
、「
町
」
で
も
人
口
が

４
万
人
を
超
え
る
群
馬
県
大
泉
町
と
同

等
の
予
算
額
と
な
り
、
通
常
よ
り
大
き

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

特集 令和 6 年度 境町の当初予算

次
の
ペ
ー
ジ
で
は

令
和
６
年
度
の
主
な

事
業
を
紹
介
し
ま
す

約23億円
削減

10年で
171.9 億円

148.7 億円

H25 R5（見込）

借金  減っています!
借金（地方債残高）

148.7 億円 (R5 見込 ) に

171.9 億円 (H25) が 
貯金（基金残高）

約 40.8 億円
増加

10 年で

47.9 億円

7.1 億円

H25 R5( 見込 )

貯金  増えています !

7.1 億円 (H25) が

47.9 億円 (R5 見込 ) に

数
字
で
見
る

境
町
の
成
果
!!

10,194人
増加

10年で累計

H25 H26 → R5

境町に 引っ越してくる人が
増えています！

H26 806 人
H27 811 人
H28 1,010

H29 1,056

H30 922 人

R1 1,074 人

R2 1,100 人

R3  916 人

R4  1,245 人

R5  1,254 人
選ばれる町
境町

境町が テレビ等で紹介され
ています！

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
、「
選

ば
れ
る
ま
ち
境
町
」「
子
育
て
支
援
日

本
一
」
を
目
指
し
て
積
極
的
に
活
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
し

た
。
ま
た
、
事
業
を
行
う
際
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
、

各
種
補
助
金
な
ど
、
新
た
な
財
源
を
活

用
し
、
町
の
財
政
に
負
担
を
か
け
ず
、

「
稼
げ
る
仕
組
み
」
づ
く
り
を
進
め
て
来

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
10
年
間
、
借
金
を
減
ら

し
続
け
、
貯
金
も
増
や
し
続
け
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
育

て
支
援
、
移
住
・
定
住
政
策
、
英
語
教

育
の
充
実
、
公
共
交
通
の
拡
充
、
企
業

誘
致
等
の
積
極
的
な
政
策
展
開
に
よ

り
、
境
町
へ
引
っ
越
し
て
く
る
人
口
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
自
動
運
転
バ
ス
や
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

移
住
・
定
住
政
策
、
先
進
英
語
教
育
、

借金の比率も大幅ダウン中ですが、県
の平均値が 29.2％（R4 年度）のため、
今後もまだまだ改善が必要です！

借金の比率も減っています!
将来負担比率56.1％（R5見込）

56.1％

10年間
184.1％

H25 R5( 見込 )

令
和
６
年
度
当
初
予
算
は

昨
年
よ
り
２
億
円
＋
の

１
４
７
．
８
億
円
!!

令和 5 年 12 月
日テレ

「ペッコリ妄想
移住ランキング」

令和５年 2 月号
「住みたい田舎」( 宝島社 )
【北関東エリアランキング】
総合部門 3位
子育て世代部門 1位
若者世代・単身者部門 1位

移住
すべき街

全国

９位

全国自治体の
R6一般予算と比較

自治体名（人口） 予算額

群馬県大泉町
（4.1 万人） 162.4億円

潮来市（2.6 万人） 139億円

境町（2.3 万人） 147.8億円

八千代町（2.1 万人） 86.9億円

10
年
連
続
借
金
減
！

貯
金
増
に
成
功
！

さ
ら
に
事
業
の
成
果
で

境
町
が
全
国
的
に

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
！

予
算
が
大
き
い
の
は
、

た
く
さ
ん
事
業
が
あ
る

か
ら
だ
ろ
う
け
ど
、

そ
ん
な
に
お
金
使
っ
て

ま
た
借
金
が
増
え
た
り

し
な
い
の
？

QA

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
の
活
用
や
、
７

つ
の
隈
研
吾
建
築
な
ど
、
先
進
的
な
事
業

を
数
多
く
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
境
町

が
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
、
最
近
で
は
テ
レ

ビ
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
る
「
選
ば
れ
る
ま

ち
」
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
積
極
的
に
事
業
を
行
い
、
境

町
が「
住
み
た
い
ま
ち
」「
選
ば
れ
る
ま
ち
」

に
な
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

銀行などから借りるお金

大幅に
削減中
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移住・定住 子育て世帯に向けた PFI（民間資金を活用した）住宅の整備や奨励金な
どを交付し、移住者増・人口増を目指します

20

H30

23.9

27.9

全国平均
茨城県平均

境町

9 19

42.3
44.7

52.2

25.1

29.4

27.2

32.6

27.3 27.9

32.0 31.5

26.4
( 推定値 )

30.6

R1 R3R2 R4 R5

40

%

29.4

一財

一財

一財

一財

一財

一財

国補

国補

国補

国補 国の補助金
県の補助金
一般財源

県補

県補

県補

県補

第8期

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

●子育て応援学校給食無償�化事業� 　　1,749 万円

●子育て応援学校給食費補助金交付事業�　421万円

●地域優良賃貸住宅整備事業（PFI 住宅事業）�　　　　
　　　　　　　　　　　　３億5,000 万円

●冠水対策整備事業　2億 6,564 万円

●スマートシティ��推進事業
　　　　　　　9,000 万円

●健幸マイレージ事業　397万円

●長寿をたたえる事業　131万円 ●敬老祝金事業　354万円

●老人クラブ育成事業　332万円

●社会福祉協議会事業補助金　1,056 万円
●地域生活支援事業　1,701 万円
●社会福祉会館運営補助費　150万円

社会福祉協議会補助金

●子育てサポーター派遣事業　153万円
●産前産後子育てヘルパー派遣事業費　56万円

ふるさと納税を活用

●第２子以降保育料無償化事業1,441 万円　

●返還免除型奨学金貸付事業　408万円

●中学生リーダー育成研修事業　200万円

●英語検定補助事業�　311万円

●スーパーグローバルスクール事業
　　　　　　　　　　　�1 億 ,6083 万円

●保育園・認定こども園副食費・主食費無償化補助事業　2,790 万円　

鈴木孝之奨学金基金繰入金を活用

ふるさと納税を活用

英語基金（ふるさと納税）を活用

地方交付税を活用

社会資本整備総合交付金を活用

デジタル田園都市国家構想交付金を活用

国や県の補助金＋一般財源を活用

一般財源を活用

地方交付税を活用

デジタル田園都市国家構想交付金を活用

ふるさと納税を活用

共創モデルプロジェクト補助金を活用

地方交付税を活用

デジタル田園都市国家構想交付金を活用

デジタル田園都市国家構想交付金を活用

社会資本整備総合交付金・地方交付税・ふるさと納税を活用

社会資本整備総合交付金・地方交付税・ふるさと納税を活用

社会資本整備総合交付金・地方交付税・ふるさと納税を活用

国の補助金・地方交付税を活用

デジタル田園都市国家構想交付金を活用

都市再生整備計画事業（旧まちづくり交付金）を活用

情報通信技術活用事業費補助金を活用

社会資本整備総合交付金・ふるさと納税・地方債を活用

デジタル田園都市国家構想交付金を活用

デジタル田園都市国家構想交付金を活用 老人クラブ活動等社会活動促進事業補助金を活用

●高校生等臨時給付金支給事業　2,122 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　

●定住化促進事業　588万円　

●防災公園整備事業�1 億 200万円　

●自動運転バス運行事業�　1億 859万円　
●自動運転バス運行体制強化事業�
�� �������������������������������1 億 8,000 万円　�

●オンデマンドバス運行体制等構築�事業�
9,500 万円

●子育て世帯等定住促進事業　3,500 万円　

●緊急浚渫推進事業�　1,950 万円　

●デジタル実装推進事業　2億 8,101 万円　

●通学高速バス定期券購入費助成事業　277万円

●移住促進奨励金事業�　700万円　

●移住・新規就業者支援事業　2,940 万円

●歩活プロジェクト事業　104万円

●移住・定住促進民間賃貸住宅家賃助成事業
　　　　　　　　　　　　　　　342万円　

●染谷川改修事業�　5,700 万円　

●公共交通ネットワーク構築事業　8,800 万円

●葉酸サプリプロジェクト事業
　　　　　　　　450万円　

継続継続

継続継続

継続継続

継続継続 継続継続

継続継続

継続継続

継続継続

継続継続

継続継続

継続継続

継続継続

継続継続

継続継続 継続継続

継続継続

継続継続

継続継続

継続継続

継続継続

継続継続

継続継続

継続継続

継続継続

継続継続 継続継続

継続継続

PFI(民間の資金とノウハウを活用し、公共サービスの提供行うこと)
を活用し、第８期定住促進住宅を整備します。

運動、健康的な食事、健診受診及びイベント参加等により健幸マイ
ルを付与し、マイルと賞品を交換することができる事業を実施、健
康増進と、健康寿命の延伸を図ります。

町内の民間賃貸住宅を契約し入居している新婚世帯又は子育て世
帯を対象に、家賃の一部として月額1万 5,000 円の助成金を最長
24ヶ月間交付します。

希望する住民に、地域限定商品である「さしま茶
＋葉酸」サプリメントを配布し健康増進と、健康
寿命の延伸を図ります。

町内小中学校に通う児童生徒が英検を受験できる環境を整備し、受験希望者に年1
回を上限として、受験料の全額を補助します。

◀�事業の効果で、境町の中学3年生の英検３級保有率が全国平均を大
きく上回っています。 まちづくり・公共交通 誰もが移動の足に困らないまち、活気のある住み続けられる

まちをつくります

境町のの主な事業を紹介しますを紹介します令和令和
６６年度年度

境町に住む子どもなら誰でも質の高い教育が受けられる環境を整え、
将来グローバルに活躍できる力を育みます　

安心の子育てサポートで、子育て世帯に選ばれるまちづくりを強化
人口増加を目指します子育て支援

教育・教育環境

社会福祉・健康 健康寿命を伸ばし、誰もが健やかに長生でいきいきと暮らせる
まちをつくります

境の中学 3 年生 英検 3 級保有率 R6.4.1
時点

防災・防犯・安全対策 もしものときに備え、命をまもる防災の仕組みを整備
安心・安全に暮らせるまちをつくります

激甚化する自然災害から住民の
生命を守るため、町内に防災公
園を整備します。

自動運転バス運行のさらなる利便性向上を実現するため、新たな
車両の導入、既存ルートの増便、新規路線の走行等を実施します。

高速バス（境町 -東京駅線）を 1日 8往復 16便運行、本町の
ＰＲのため、走行するバスへのラッピングも実施します。

自動運転バス、ドローン、医療・行政MaaS、防災アプリなどデジ
タルを活用し暮らしやすいまちづくりを推進します。

自動運転バスやスマートバス停など情報技術を活用し、高齢者にむけたフレイル予防や、
災害避難など非常時の移動手段の仕組みを整え、健康状態を維持改善しながら暮らし続け
ることのできるまちづくりを推進します

令和７年以降完成予定▶
さくらの丘防災公園（仮称）　　　　　　

盛り土

色々やってます！

境町で
いきいき
暮らすと
貰えます！

70
歳
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歳 ~

88
歳 100

歳

記念品 祝い金
と

記念品

祝い金
または
記念品

祝い金
（毎年）

令和６年６月より順次、公共交通空白地帯
（境地区以外の全地域）で、オンデマンドバ
スのテスト運行がはじまります。オンデマ
ンドバスとは路線バスのような時刻表がな
く、予約にあわせて運行されるバスのこと。
あらかじめ登録しておいた自宅や、郵便局、
病院などの共通乗車場に設定された場所で
乗り降りが可能です。
※ご利用には事前に利用者登録が必要です。



年度 売電金額 寄付金額
H27 年度 3,525 万円 800 万円
H28 年度 6,890 万円 2,300 万円
H29 年度 6,684 万円 1,898.5 万円
H30 年度 6,520 万円 2,033 万円
R01 年度 6,186 万円 1,800 万円
R02 年度 6,269 万円 2,130.4 万円
R03 年度 6,128 万円 1,700 万円
R04 年度 6,574 万円 1,700 万円
合計 4 億 8,776 万円 1億 4,362万円

施設名 家賃等 町への収入
令和５年度見込み

モンテネグロ会館 18 万円
S-startup 45 万円　
S-study&heart 144 万円
S-Alohapark 120 万円
S - c a f e

（Oyako 食堂 ごはんの樹） 36 万円

S- ブランド
（ほしいもの百貨カフェ） 120 万円

S-Lab 2nd 864 万円
S-Lab 3rd 225 万円
S-Lab 4th 195 万円
S-wave 798 万円
小 児 科 病 院 ＋
院 外 薬 局 390 万円

ソーラーパネル 1,700 万円（寄付）
さかいサンド 360 万円　
河岸の駅さかい 204 万円
8 代葵カフェハワイ
境店 920 万円

道の駅さかい
レストラン茶蔵 500 万円

FOOD TERRACE 
SAKAI 120 万円　

wo-29 Butchers 1,061 万 1,000 円
パークホテルさかい 120 万円
PFI 事業

（アイレットハウス）
848 万 7,000 円

定住促進戸建て住宅
定住促進住宅
町営住宅

2,600 万円

収入合計 1 億 1,388 万 8,000 円 

第２回「SAKAI CUP」開催
　3 月10 日 ( 日 )、境町アーバンスポーツパークにて、
地域おこし協力隊の稲葉充秋さんが主導して企画・運営
を行った、第 2 回目となる境町発の BMX フリースタイル・
パークの大会「SAKAI CUP」を開催しました。
　本大会には、町内のみならず全国から 33 名が出場
し、数々の大会のエリートクラス ( 最上位クラス ) で優秀
な成績を収めている髙木聖雄選手など、トップレベルの
選手が出場したほか、境町での無料体験会をきっかけに
BMX を始めた境町在住を含む子ども達も出場しました。

3/10

SAKAI TOWN NEWS

全
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し
て
記
念
撮
影

境町こどもまつりを初開催
　3 月17 日（日）町民体育館にて、境町子育てシェアタ
ウン推進事業の一環として、「境町こどもまつり」を初開
催しました。地元の事業者や飲食店・地域の担い手の方
達等 20 以上のキッチンカー・ブースが出店し、町内外
1,000 名以上の方が参加、さまざまな体験で笑顔が溢
れました。　　　　
　自動運転バスの試乗会も大盛況で「初めて乗りました」

「これからの生活でも利用してみたい」等の声が寄せられ
ました。住民同士の絆が深まり、イベント後もアプリを
活用したモノの譲り合いなどが続いています。

3/17

赤ちゃんハイハイレースの様子 飲食店エリア
ス
タ
ッ
フ
集
合
写
真

©freddytamashiro

スポーツ

後列：左から　海老原さん、中岡さん、松﨑さん
前列：左から　小河原さん、田中さん、渡辺さん

3/14

第 68 回境町グラウンド・ゴルフ協会大会
会場：ふれあいの里（32 ホール）　出場者数：255 名
◆男子の部（敬称略）
第 1 位　中岡　　功　（大歩）　　　69 打
第 2 位　海老原昌嗣　（伏木北部）　69 打
第３位　松﨑　　實　（松岡町）　　70 打
◆女子の部（敬称略）
第 1 位　田中　典子　（上小橋）　  70 打
第 2 位　小河原光子　（若林本田）71 打
第３位　渡邉　　銑　（内門新田）  71 打

4/24
第 30 回境町いきいきクラブ連合会
ペタンク大会
会場：文化村グラウンド　出場者数：150 名

優　勝　栗山あやめ会 B　　　
準優勝　栗山あやめ会 A　
第３位　七軒会 B
　　　　蓮台いきいきクラブ共楽会 A　

◆参加クラブ：16 クラブ
◆参加チーム：27 チーム

栗山あやめ会の皆さん
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S茨城むつみ農協が

黄色の安全帽子を寄贈

寄贈に訪れた関常任理事（写真左）

　 児 童 の 登 下 校
時 の 安 全 を 願 っ
て、茨城むつみ農
協 ( 関稔常任理事 )　
より、黄色の交通
安全帽子が町内小
学校の新入生 183
名に贈られました。

常陽銀行が防犯ブザーを寄贈
　常陽銀行（小嶋
和訓境支店長）よ
り、この春入学の
小 学 1 年 生 の 防
犯に役立てていた
だきたいと防犯ブ
ザーが新入生 183
名に贈られました。

寄贈に訪れた小嶋境支店長（写真左）

寄　付
3/26

3/26

3/22

起工式の様子

冷凍寿司等研究開発施設の起工式を
実施
　3 月 22 日（金）、（仮称）境の魅力ある食開発拠点
施設の起工式を実施しました。
本施設は、町の農産物や、町が関係する自治体で獲
れた水産物を、高度な冷凍技術を活用し冷凍寿司な
どを開発製造する施設として整備されます。運営者は
㈱ ONODERA フードサービスとなる予定で、観光客
等への提供や、ふるさと納税の返礼品として活用する
ことで、地域経済の更なる発展が期待できます。

4/20
S-Gallery 粛粲寶美術館で
　　　　　　トークイベントを開催
　S-Gallery 粛粲寶美術館で開催された境町アートプ
ロジェクト企画「水脈の声 久野和洋×卯野和宏」展の
一環として、4 月 20 日（土）、境町出身の画家・卯野
和宏さんによるトークイベントが開催され、町内外から
約 50 人が参加しました。
　「継承と未来への創造」をテーマに「水脈の声」と
題された本展は、武蔵野美術大学油絵学科教授であっ
た故・久野和洋さんとその学生であった卯野さんの作
品や、久野さんの遺品（画材道具やモチーフ）などが
展示され、トークイベントでは学生時代の思い出を交
えながら久野さんから卯野さんへと渡った絵に対する
情熱や考え方などの言葉が様々に語られました。
　参加者からは「絵を描きたくなった」「絵画の向き合
い方や作品の迫力を見て背筋が伸びた」との声が寄せ
られました。

トークイベントでの様子

さかいハッピー親子フェスタが開催！
3/30

　3 月 30 日（土）に、「さかいハッピー親子フェスタ」
が開催されました。このイベントは地域の子育て世代
に向けて、近隣の医療従事者たちが連携し、親子の健
康を応援する取り組みです。
　保健センターでは、3 つの講座が設けられ、なかい
歯科クリニック　中井巳智代（歯科医師）さかいスマイ
ルキッズクリニック　篠原宏行（医師）薬局ファミーユ　
高橋真吾（薬剤師）、茨城西南医療センター　上野友之

（医師）がそれぞれの立場から子ども達の健全な成長発
育と健康を守るためのポイントについてお話しください
ました。
　また、親子で楽しめて、ためになるワークショップや
紙芝居屋さん、ちんどん屋さんも登場し、晴天の一日、
参加者は大いに盛り上がりました。

プレゼントをかけてジャンケン大会 無料相談会での様子

広告掲載料

「広報さかい」「広報さかいお知らせ版」へ有料広告を掲載しませんか？

※詳しくは下記まで問合せください。

秘書広聴課　電話 81-1329　E-mail kouhou@town.ibaraki-sakai.lg.jp問合せ先

◎ 1段全枠（44㎜× 175㎜）

◎ 1段半枠（44㎜× 85㎜）

15,000円
8,000円

広告募集中
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聞
こ
ゆ
る
如
し 境

短
歌
会
　
山
鳩

　
今
年
も
早
い
も
の
で
三
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

と
い
ま
す
。
能
登
の
地
震
が
あ
っ
た
り
、
最
近
で
は

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
薬
害
が
あ
っ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
心

配
な
こ
と
も
起
き
て
い
ま
す
が
、
桜
も
咲
き
始
め
本

格
的
な
春
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
入
社
・
入
学
を
控
え
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
方
も

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
明
る
い
心

を
持
っ
て
日
々
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
心
掛
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
　

川

上

京

子

川

村

米

子

古
谷
野
信
子

桜

井

レ

イ

五
月
女
三
枝
子

鈴
木
喜
與
子

松
岡
美
智
子

本
島
イ
ト
子

俳
　
句

 「
桜さ

く
ら
も
ち餅

・
沈じ

ん
ち
ょ
う
げ

丁
花
」
他
当
季
雑
詠

兼
題

令
和
六
年
四
月
　
境
町
文
化
協
会
俳
句
部

芙
　
蓉
（
浦
　
向
・
石
塚
み
よ
子
）

慶
　
子
（
東
　
京
・
印
出
井
慶
子
）

ひ
ろ
こ
（
旭
　
町
・
宇
野
　
啓
子
）

譲
　
一
（
旭
　
町
・
遠
藤
　
譲
一
）

幸
　
子
（
旭
　
町
・
大
岡
　
幸
子
）

す
み
子
（
住
吉
町
・
落
合
　
純
子
）

光
　
夫
（
旭
　
町
・
川
邊
　
充
雄
）

信
　
子
（
住
吉
町
・
古
谷
野
信
子
）

喜
　
一
（
新
吉
町
・
鹿
久
保
喜
一
）

き
み
代
（
坂
花
町
・
須
賀
　
君
代
）

美
　
彩
（
長
井
戸
・
菅
谷
美
津
子
）

む
り
き
（
住
吉
町
・
鈴
木
　
　
力
）

香
　
こ
（
松
岡
町
・
高
塚
香
代
子
）

正
　
子  （
伏
　
木
・
田
村
　
正
子
）

き
よ
乃
（
陽
光
台
・
中
嶋
　
清
江
）

　
仁
　  （
旭
　
町
・
中
村
　
　
仁
）

妙
　
子
（
旭
　
町
・
前
田
　
妙
子
）

久
　
子
（
古
河
市
・
渡
邉
　
久
子
）

春
　
世
（
内
　
門
・
渡
辺
　
晴
代
）

雄
　
節
（
常
総
市
・
和
田
　
節
男
）

清
貧
の 

母
の
忌
近
し 

桜
餅

桜
餅 

残
り
一
つ
を 

譲
り
合
う

桜
餅 

見
知
ら
ぬ
客
と 

譲
り
合
い

柿
若
葉 

雨
後
の
輝
き 

か
い
ま
み
る

沈
丁
花 

香
り
過よ

ぎ
り
し 

宵
散
歩

夕
陽
受
け 

帰
宅
迎
え
る 

沈
丁
花

潮
の
香
や 

ほ
の
と
漂
ふ 

桜
餅

亡
き
俳
師 

偲
ぶ
縁よ

す
がの 

沈
丁
花

散
歩
道 

姿
見
せ
な
い 

沈
丁
花

桜
餅 

手
作
り
守
る 

老
舗
か
な

名
門
の 

香
り
果
て
な
き 

沈
丁
花

桜
餅 

母
の
遺
影
に 

先
ず
捧
げ

唇
に 

香
り
落
ち
け
り 

桜
餅

桜
餅 

葉
の
香
楽
し
む 

至
福
者

人
亡
く
も 

季
節
忘
れ
ぬ 

沈
丁
花

香
り
ま
で 

色
付
く
如
し 

沈
丁
花

満
開
の 

賑
わ
う
花
見 

桜
餅

沈
丁
花 

生
け
て
若
や
ぐ 

老
い
の
部
屋

発
表
会 

頑
張
る
孫
に 

桜
餅

病
弱
の 

妻
癒
し
を
る 

沈
丁
花

特
選　

夕
虹
を 

見
知
ら
ぬ
人
に 

教
へ
ら
れ

佳
作　

み
ち
の
く
の 

各
駅
停
車 

赤
蜻
蛉

佳
作　

よ
き
記
憶 

の
み
蘇
る 

草
の
餅

入
選　

と
ん
ぼ
う
や 

掠
め
て
あ
そ
ぶ 

畦
の
道

入
選　

ど
こ
か
ら
も 

見
え
て
古
里 

稲
雀

入
選　

炎
天
を 

避
け
て
地
下
鉄 

迷
ひ
け
り

入
選　

行
く
春
を 

留
め
お
き
た
く
て 

パ
ス
テ
ル
画

入
選　

カ
フ
ェ
オ
レ
に 

砂
糖
は
一
つ 

小
鳥
来
る

入
選　

鉄
瓶
の 

ほ
の
甘
き
白
湯 

冬
に
入
る

入
選　

白
鳥
の 

眠
り
の
羽
に 

月
優
し

印
出
井
慶
子

渡
邉
　
久
子

印
出
井
慶
子

大
岡
　
幸
子

渡
邉
　
久
子

印
出
井
慶
子

印
出
井
慶
子

印
出
井
慶
子

印
出
井
慶
子

印
出
井
慶
子

第
二
十
五
回 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
入
選
作

印
出
井
慶
子

第
二
十
六
回 

長
塚
節
文
学
賞
俳
句
部
門
入
選
作

佳
作　

蜻
蛉
や 

供
花
に
止
ま
り
て 

合
掌
す

2024.5-6  Sakai town2024.5-6  Sakai town 2024.5-6  Sakai town2024.5-6  Sakai town22 11



●さかい文芸…11
●さかいアート…12

　

境
町
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

S-G
allery

粛
粲
寶
美
術
館
の
企
画
展
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
１
年
が
経
ち
、
２
年
目
と
な
る

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同
館
に
は
お
立
ち
寄

り
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
ま
だ
、
と
い

う
方
は
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ア
ー
ト
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　
新
年
度
第
１
弾
企
画
の
「
水
脈
の
声 

久
野
和

洋
×
卯
野
和
宏
」
展
（
４
月
３
日~
５
月
６
日
）

は
日
本
橋
三
越
本
店
や
名
古
屋
画
廊
の
ご
協
力
の

も
と
、
日
本
を
代
表
す
る
具
象
画
家
で
あ
る
故
・

久
野
和
洋
（
享
年
83
歳
・
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
）

氏
の
作
品
の
お
力
も
あ
り
、
町
内
の
方
々
を
は
じ

卯
野
和
宏

卯
野
和
宏

（
画
家
・
境
町
文
化
芸
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

（
画
家
・
境
町
文
化
芸
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

展
覧
会
情
報

展
覧
会
情
報

▲「水脈の声 久野和洋×卯野和宏」展より

め
、遠
方
か
ら
も
多
く
の
ご
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
展
覧
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は「
と
て
も
素
敵
で
す
。

心
に
沁
み
ま
し
た
。
ま
た
他
の
作
品
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。（
境
町
在
住
）」「
絵
の
奥
深
さ
を

感
じ
ま
し
た
（
境
町
在
住
）」「
こ
の
展
示
を
通
し

て
美
術
館
の
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
古
河
市
在
住
）」「
絵
の
世
界
で
生
き
て
み
た
く

な
り
ま
し
た
。
か
け
が
え
の
な
い
展
覧
会
、
企
画

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
東
京
都
品
川

区
在
住
）」「
２
人
の
美
し
く
写
実
を
貫
い
た
作
品

を
観
て
改
め
て
自
分
に
喝
を
入
れ
る
機
会
に
な
り

ま
し
た
。
遠
か
っ
た
け
ど
本
当
に
観
に
来
ら
れ
て

良
か
っ
た
。（
静
岡
県
沼
津
市
在
住
）」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
高
覧
く
だ
さ
っ
た
皆
様

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ

り
良
い
企
画
展
を
作
っ
て
行
く
と
と
も
に
、
画
家

と
し
て
も
よ
り
良
い
作
品
を
お
見
せ
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
企
画
展
に
つ
い
て
、
ま
た
、
境
町
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
ご
意
見
ご
感
想
ご
提
案
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
引
き
続
き
美
術
館
ア
ン
ケ
ー
ト

に
お
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
境
町
の
ア
ー
ト
を

今
後
も
盛
り
上
げ
て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
第
２
弾
と
な
る
企
画
は
境
町
の

画
家
・
粛
粲
宝
に
よ
る
「
印
で
遊
ぶ 

粛
粲
宝
と

遊
印
の
魅
力
」
展
で
す
。″
遊
印
（
ゆ
う
い
ん
）″

と
呼
ば
れ
る
ハ
ン
コ
に
は
、
思
想
や
縁
起
の
い
い

言
葉
、
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ー
ク
な
ど
が
刻
ま
れ
て
お

り
、
作
品
を
装
飾
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
使
わ

れ
、
ま
た
そ
こ
に
は
作
者
の
思
い
や
気
持
ち
が
込

め
ら
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
粛
粲

寶
は
、こ
の
遊
印
を
約
数
百
種
類
所
有
し
て
お
り
、

刻
ま
れ
た
文
字
、
大
き
さ
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
は
多

種
多
様
で
す
。
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
粛
粲
寶
が

作
品
制
作
に
使
用
し
て
い
た
遊
印
と
そ
れ
ら
が
押

印
さ
れ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
消
し
ゴ
ム
ハ
ン

コ
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。
ご
来

場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
さ
か
い
ま
ち
国
際
児
童
画
展
」「
芋
づ
る
画
廊
」

の
企
画
も
進
行
中
で
す
。
さ
か
い
ま
ち
国
際
児
童

画
展
は
来
年
２
月
の
第
二
回
展
開
催
へ
向
け
て
再

び
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
海
外
の
お
友
達
と
一
緒

に
絵
を
通
し
て
交
流
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
芋
づ
る

画
廊
は
隈
研
吾
建
築
で
あ
るH

O
SH

IIM
O

N
O

 
100 C

afé

（
境
町1459-1

）
２
階
に
て
境
町
出

身
の
画
家
で
あ
る
内
海
聖
史
と
卯
野
和
宏
の
絵
画

を
毎
月
交
互
に
展
示
替
え
し
て
い
ま
す
。
境
町
に

お
住
い
の
方
は
展
示
作
品
を
10
％
割
引
に
て
お
求

め
に
な
れ
ま
す
。
美
味
し
い
干
し
芋
や
コ
ー
ヒ
ー

と
一
緒
に
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　
梅
雨
に
突
入
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
雨
が

降
る
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
時
は

ア
ー
ト
観
賞
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。
例
え
ば
展
覧
会

に
出
品
さ
れ
て
い
る
多
く
の
作
品
の
中
か
ら
１
点

だ
け
を
貰
え
る
と
し
た
ら
自
分
は
ど
の
作
品
を
選

ぶ
か
を
決
め
、
そ
れ
を
友
達
や
家
族
で
話
し
合
っ

た
り
す
る
の
も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

に
感
じ
た
こ
と
を
話
し
合
い
、
広
が
る
交
流
や
イ

マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
自
覚
し
て
い
な
か
っ
た
自
分
の
セ
ン
ス
や
新

た
な
一
面
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

M
ITSU

KO
SH

I A
RT W

EEKS 

卯
野
和
宏

特
集
（
日
本
橋
三
越
本
店
本
館
７
階
・
５
月
22

日~
27
日
）

デ
・
キ
リ
コ
展
（
東
京
都
美
術
館
・
４
月
27
月

~

８
月
29
日
）

「
人
間
国
宝 
松
井
康
成
と
黄
金
の
茶
道
具
」
展
／

「
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
Ⅱ
筑
西
市
に
現
る
」
展
（
廣

澤
美
術
館
・
５
月
16
日~

７
月
28
日
）

さかいアート
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